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· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 寺澤　彩様～本日デイケア見学。

· 防災委員会より～（7/24）までに地震、災害が起きた場合、青陽館ではどのような物品が必要なのか各々考えてくる事。

＜青明舎情報交換＞

・松川　順子　様～なごみ食事代金を支払いに、青明舎来所。エビリファイが12㎎から6㎎に減薬になり様子を見るように話しがあったとのこと。担当医より減薬になったことで効果が弱いようなら元に戻すので安心するよう話してもらったとの事。

・板橋　利美　様～青山荘より本人様から「今日下痢なので夕食は捨てて下さい」と連絡があったとのこと。ＧＨ世話人に了承が得られた為、夕食を廃棄している。下痢は一日だけで次の日は熱も無く元気に回復している。

・大久保　恒夫様～7/22眠れないと電話あり。7/21昨日前歯の差し歯が抜けたので慌てて歯科に行ったら、緩くなっているので新しい物を作るよう説明されたとの事で新しく作るのに2週間位かかるとの事。9月に入ってから新差歯を作ることとし、今は以前の物をつけて貰ってきたとのこと。

・森田　清助　様～定期訪問実施。室内は窓を開け、風通しを良くしている。また、扇風機も出しており、季節に合わせて用意している。体調は崩していないとのこと。休みの日には釣りに出掛けることもあるとの事。熱中症対策も工夫している様子。

・平　京子　　様～青南病院受診後に来所する。体重は52.8ｋｇであり、ＢＭＩでみると標準だが、本人の希望としてはもう少し落したい（48ｋｇ）と話している。本日は栄養指導があったとのことで、マーガリン量は現在の半分の量にするように言われたとのこと。また、海藻、きのこを取り入れるように言われたと話している。きのこの摂取についてはまだ実践出来ていないとのことで、手軽なえのき茸から取り入れていきたいとのこと。

・高柳　和子　様～定期訪問実施。気温が高いが、窓を少し開けているだけだったので、台所の窓も開けると風の通りがいいことを提案すると、虫もいるし見られたくないから開けないとのこと。7/17にデイケアでスタッフに無視されているように感じ、反発的になって挨拶しないで帰ったことが気になり、夕方自宅で頓服薬（リスパダール）を服用したと話している。熱中症の知識はあるが、予防について分からないとの事でバランスの良い食事や運動等で体力をつけることも大事ではないかと伝えている。

・佐藤　朗子　様～定期訪問実施。腰が痛いため、定期的に整骨院を受診しているとのこと。職場の人間関係に対してストレスが溜まっているが、はっちでインターネットをしたり、家でＤＶＤを見たりしてストレス解消出来ているとのこと。家で職場のことを考えることはあるか確認すると「どうすれば同僚同士が仲良くなるか考えているがプレッシャーになっている。親に相談したりしているが、親は聞きたくないと言う。」と話す。同僚を仲良くさせたいと思う気持ちは良いことだが、担当スタッフがいるため1人で抱え込まなくても良いことを伝えている。ストレスを溜めないよう楽しみをも持って生活するよう伝えると8月と9月に有給をとり、お祭りや旅行に行ってくると話す。7/28に大学のテストがユートリーであるが、教科書の持ち込みが可能なため大変なテストではないと話す。

・清水　泰雅　様～前回訪問時（1ヶ月前）より顔が丸くなっており腹も出ているため、体重を確認すると76ｋｇとのこと。体重増加した原因について本人へ確認すると、夜食や間食量が多く活動量が少ない。家では、横になりテレビを見ていることが多いと答える。減量はしたいが、強くは思っていないと本人話す。デイケアは、週3～4回遅刻しており、昼すぎに通所することもあるとのこと。デイケアを定時利用するためには、早めに就床しないといけないと本人はわかっているが、テレビなどを見て過ごし、実行に移せないでいる。デイケアには、定時に行ければ良いが強くは思わないと本人話す。将来の夢は特に無く、30年後の自分はホームレスをしていると思うと話す。将来ホームレスにならないためにどうすれば良いか問うと「今、出来ることを行うことですかね。痩せれれば良いし、デイケアにも出来れば遅れないで行ければ良いです」と答える。やる気を出さないといつまでも現状を変えることがないことをスタッフより本人へ伝えている。

本人の様子を見て母は「私達に甘えて今の生活のままで良いと思っている。今は、私達が居るから良いが、夫も70歳近いし、いつもで元気で働けるかわからない。兄妹の仲も良くないし、本人は、将来、妹に迷惑を掛けたくないと思っている。私達が経済的にも援助出来る今のうちに自立に向けて動いていって欲しい。自分で生きる生活力を身につけて欲しい」と話す。本人へ家で何か役割をもたせたほうがよいこと、また、青山荘で生活訓練が出来ることを説明し、デイケアと併用し通所で青山荘の生活訓練を利用することも出来るため担当医へ相談するよう伝えると、母は｢青山荘に行って生活の訓練をして欲しい。青山荘では個別に合わせて訓練してくれるため本人に合っていると思う｣と答えている。今後、本人の自立に向けた支援には家族の協力が不可欠であるため、本人が、家での役割をやらない時は手を貸すのではなく、やるよう声掛けをし見守っているよう家族へ説明していき、一定期間様子を見て、出来ない場合は青山荘利用について検討していく予定。

・我満　奈津紀様～室内は新聞・チラシ等が床に散らかっている。本人も散らかっていることを気に

しており、居室の整理は青明舎で支援できることを改めて説明し、希望があれば対応することを伝えている。昨日は本人の誕生日であり、交際相手や友人に祝ってもらい、楽しく過ごしたとのこと。23日(月)はデイケアへ通所しようと思っていたが、娘の皮膚科受診のため通所出来なくなりそうだと話している。

ファミリーサポート（子育ての援助を受けたい人と支援をしたい人で成り立つ会員制）の説明会に行ってきたと報告される。年会費2000円で講義なども受けれるため、登録を考えているとのこと。

・大久保　律子様～フルボキサミンマレイン酸塩錠25㎎「アメル」の処方が無くなったとのこと。

様子を見ていくと主治医から説明受ける。状態によって元に戻す事も出来ると言われているとの事。28日夕方から団地内の夏パーティーがあり、参加する予定とのこと。同じ団地に住む友人(我満様)と一緒に行こうかと考えており、終わった後の片付けなどにも参加したいと話している。

・鈴木　茂子　様～姉が来所し、本人の今後の生活について話を聞く。本人は引越し後の片付けを良くやっており、姉に対して「姉のおかげで心が折れないで済んだ」と今まで言ったことがないような感謝の言葉を話しており、少し変ったのかと思っているとのこと。希望として、人に迷惑を掛けないこと、約束を守ること、金銭の貸し借り等無く、自分の持っているお金の範囲内でやり繰りすることを望んでいるとのこと。１０日毎に小遣いを渡すことにしていて今回２０日～３１日までの分として１万円を渡しているが、金額についてはどのくらい必要となるのかがまだ見えないので、様子を見て決めていきたいとのこと。

本人から、２３日(月)は銀行に住所変更手続きに行くため、２４日(火)はアパートに東北電力が来てアンペア数の変更工事をするためデイケアを休みたいと希望があり、用事が済んだらデイケアに行くよう話したが、これと思ったら考えの修正が効かないし、今用事を全部済ませておいて今後休ませないためにも、姉の判断でこの２日間休ませることにしたとのこと。青明舎で行う支援について話し、お互いに情報共有していく事を確認する。

・久保　興介　様～特定スタッフと話したいと電話がある。母親に家事を手伝っていたが、余計に用事を頼まれてイライラしたとの事。自分の車の前に車を止められた事に対してもイライラしたと話されている。

＜利用者様情報＞

・宮　　陽子　様～幸房の食事代はスタッフに集金に来て欲しいと話される。外来受診時に医事に頼むよう促すが「外来受診しない」「デイケアにも行かない」と話される。昼食代の事について、関係機関で話し合う事を説明すると、現金書留で送ると話される。書留だと高くつく事を伝えると、本人「考えてみる」と話され、本日、390円の切手にて支払いがある。本日9：10頃に関係機関に電話連絡がある。明るい声で近況報告されている。近況報告の内容は膝の裏が痛い事や、お金の工面、お盆が来る事などである。

・大久保　康弘様～弁当作りに苦はないが、これからの時期は夕食が傷むのか心配だとのこと。毎朝3～4時に起きて作ることも大変だとの事。「火曜日から給食を頼むか考え中」と話される。

・中村　　茂　様～18日、19日に具合が悪くなってから食欲が無いと話している。「やる気が無い。疲れた。」と毎日のように訴えている。体力が無くバテ易い体質のため、衣服調整、水分補給等の声掛けをし、今後も様子を見て行く。

＜疾患別診療計画書の検討＞

山田　健次　様（76）統合失調症　主治医：安ヶ平Ｄｒ　

入院歴
S37～H5.7　（入退院14回）　(初発26歳時)

治療歴

· うみねこ工房（Ｈ6～Ｈ20）

・　デイケア利用開始（Ｈ20～現在、4年経過）

現症
· 独語、空笑、易怒的態度あり孤立傾向にある。

· プログラム活動に対する関心の乏しさや、膝痛により活動性の低下がある。

· 入浴や洗濯の頻度が低く不潔傾向にある。

· 血圧高値を示す事が多いが自覚症状は無い。

· 兄様から援助を受け単身でアパート生活を継続している。

利用目的

· 身体管理スキルの向上（主に健康面、保清面）

· 生活管理のスキル向上（主に家事）

· 対人スキルの向上

長期目標

再発せず単身生活を維持する。

中期目標

1 疾病管理が行える。

2 保清管理が行える。

短期目標

①バランスの良い食事を摂取し、血圧を管理する。

②膝の不調に対処できる。

③こまめに入浴・着替え・洗濯を行う。

治療計画

①生活状況をはじめ食事摂取状況を確認し、血圧測定を定期的に行う。

②膝の不調を感じる際には安静を促し、病院受診を促す。

③不潔な様子がある際には入浴や洗濯を促し、保清面の介入を行なう。

④介護サービス利用（介護タクシー、ヘルパー）について申請を行う。
現　状

· 自炊していない。

· おかずは購入しているが野菜類を摂っておらず、バランスが悪い。

· 血圧140～180台と高めである。

· 整形外科受診（電気、湿布、サポーター、服薬）

· 介護サービス手続き中

· 入浴は青陽館でのみ行っている。

· 他者との交流は殆どなく、機嫌が悪い時は他者が近づくと席を立っている。

· 気分変動がある。

· 煙草のやり取りで特定利用者との交流がある。

検討結果

· 短期目標を中期目標にする。

· 短期目標は具体的に書く。

短期①について⇒どうすれば改善出来るか。　※　野菜摂取、塩分控えめ、バランスの良い食事

短期②について⇒膝の不調　　　※　膝の筋力をつける。受診について情報を得る

短期③について⇒こまめに　　　※　週２回

短期④について⇒必要に応じ　　※　具体的に話し掛けられたら返事をする

＜外来情報＞

・我満奈津紀様～娘様が夏休みに入ったことで、忙しくなったとの事。

・植村　廣隆様～飲み会に誘われることはないかと尋ねられると、無いと答えている。

・繁名　和恵様～ハロマンス筋注実施。

